



































































































































































































































































































































Ａ.  男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである 1.6 26.4 36.5 35.2 0.3 100.0
Ｂ.  子どもが3歳くらいまでは、母親は仕事を持たず育児
に専念すべきだ 8.8 28.3 32.9 29.6 0.3 100.0
Ｃ.  家族を（経済的に）養うのは男性の役割だ 6.8 40.7 30.3 20.2 2.0 100.0
Ｄ.  公的に（国や地域や会社など）重要な決定をする仕事
は、女性より男性に適している 5.2 24.8 43.6 25.1 1.3 100.0
Ｇ.  できれば、女性も一生働き続けた方がよい 32.2 45.3 15.6 4.2 2.6 100.0











Ｅ. 家事や育児には、男性より女性が適している 11.7 53.1 22.8 10.1 2.3 100.0
Ｆ. 男性も家事・育児を行うことは、当然である 49.5 43.3 4.6 1.3 1.3 100.0
Ｈ.  妻が勤めていれば、それに見合って、夫（パートナー）
も家事を分担すべきだ 60.3 35.2 2.6 1.0 1.0 100.0
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ね合いに葛藤している姿も少なくなかった。働き続ける意向をもち、家族形成
の意向をもつ（子どもをもちたい希望や離死別・未婚者の結婚希望は弱くな
い）これらの女性たちにどのように寄り添い、支援していけばよいのだろうか。
　企業は、第一に、女性たちの「意欲」について見直し、従来の採用、処遇、
育成のあり方を点検して、新たな「育成」策を講じていく必要がある。点検の
ツールとして、事業主行動計画の策定、公表といった手続きが活用できる。女
性向けの特別なプログラムを組むというより、男性への対応でしてきたことが
女性にも行われているか点検して、女性の「育成」につながる環境整備をする
というやや長期的視点による取組みである。当事者（ここでは若年女性）の話
を聴くこと、対話することから始めて、女性たちの意欲が醸成され、ひきださ
れるようなエンパワーメント（力をひきだすこと）の取組みが求められる。そ
こで女性自身にも覚悟が求められることは、むろん指摘しておきたい。
　第二に、上司のマネジメント力育成が必要である。武石は、女性の昇進意欲
を高めるために、企業の女性活躍推進策の取組みを「従業員が認知すること、
とりわけ上司の部下育成にかかわるマネジメントのあり方が重要であることが
明らかになった」として、「上司の育成に働きかける企業の取り組みが重要で
ある」（武石 2014：45）と述べている。働く人のやる気をひきだすマネジメン
トが求められる。自信を育て、挑戦する気持ちを削ぐことなく、「女性が能力
発揮できていると考えられる状況、責任ある仕事が与えられていると思える状
況を作っていくことが必要である」（大槻 2015：358）。
　第三に、ポジティブ・アクション（積極的改善措置）である。川口（2012）
の指摘どおり、ポジティブ・アクションに熱心な企業では、女性の昇進意欲が
高く、女性の管理職がいる企業では女性の昇進意欲が高い、という好循環があ
る。大企業ばかりでなく、中小企業であればこその取組み事例も多い。ぜひと
もできることから取組んでいくことを勧めたい。
　第四に、両立支援策である。上述の「山形いきいき子育て応援企業」の取組
みなど、多様な支援メニューが準備されており、ぜひ活用してほしい。男女が
ともに仕事と家庭の両立（ワーク・ライフ・バランス）をそれぞれのバランス
により進めていくことは、「女性活躍」の大前提、インフラ整備であるといっ
てよい。若い女性たちが強く望んでいる男性（夫／パートナー）の家事・育児
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参画を実現する方途でもある。
　女性活躍推進へと企業を促し支援するのが行政の役割である。酒田市はさま
ざまな施策・事業に取り組んでおり、具体的には、酒田市産業振興まちづくり
センター（サンロク）を開設し、女性活躍支援員を配置して支援活動を展開し
ている。これらをぜひ活用して、この好機をのがさず、女性も男性も、企業も
経済も、そして地域が元気になってほしい。「女性活躍推進」を企業のためだ
けのものでもなく、女性のためだけのものでもない、皆のためになるものへと
転換しつなげていきたい。
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